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1.は じ め に

　趣旨

　展示、普及、および資料収集の前提 となる調査研究は、博物館の基本的な活動 として位

置づけ られている。当館では、北方諸民族に関する実物資料はもちろん、文献、映像資

料、音響資料を継続的に研究 してきたが、これ らの情報を多くもつ研究機関が所在する海

外、特に対象としている民族の居住地において、資料調査 と諸民族のおかれている現状を

把握することは不可欠である。これまで開館前の平成元年度に資料収集のため北欧 と北米

に、平成4年 度にアメリカ、平成6年 度には北欧に当館職員が赴いて調査や収集活動 を

行ってきてお り、それ らの経験 をもとにしながら調査の計画を立てた。

　今回の海外民族調査では、グ リーンラン ド・イヌイ トに焦点をしぼ り、デンマークの首

都 コペンハーゲンならびにグ リ0ン ラン ドの主要博物館をはじめとする関係機関におい

て、物質文化を中心とした調査 を行 うこととした。当館の展示において、イヌイ トの資料

は数量的にも質的にも重要な位置を占めるものの、アラスカやカナダに比べ ると、グリ0

ンラン ドの資料については点数 も情報も少ないため、できるだけ多くの資料を観察 し、付

随する情報を収集す る。それ とともに、現代において どのような形で文化が継承されてい

るのかについても見聞 し、資料収集の可能性も探 った。

　 また、当該地域の研究機関ならびに研究者 とは、これまでにシンポジウムへの招聴や印
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刷物の交換なども行われてお らず、 日本人研究者もあま り現地調査 を行なっていないこと

から、物質文化に関す る情報を収集するのみな らず、訪 問先の施設 ・研究者 とのネ ッ ト

ワークの確立をもめざした。

　当然のことなが ら博物館の機構や活動について、長い歴史を持つヨー ロッパの博物館 と

してのデンマーク国立博物館 と、自立を目指す グリーンラン ド・イヌイ トの文化の拠 り所

としての博物館 とい う二つの視点から、博物館がそれぞれの社会でどのような役割を果た

しているのかを知 る機会にしたい とも考えていた。

　調査予定

　調査期間は平成8年8月3日 ～9月2日(30泊31日)で 、前半はコペンハーゲン、後半

はグリーンラン ド各地であった。

　調査項 目として考えていたものは、まず、博物館(歴 史、組織、展示等)の 概要につい

てで、要覧や年報等の印刷物があればいただ く。 これは事前に郵便でお送 りいただけた館

もある。さらに、イヌイ ト資料 を中心に北方諸民族資料のコレクシ ョンについて、その成

り立ち(誰 が どこで収集 したものか)と 保存 ・管理 の状況を調査する。可能であれば収蔵

庫 に入 り写真撮影や計測、資料カー ドの閲覧 ・コピーを願い出る。また、実物資料だけで

はなく、関連する文献について、書庫等での閲覧 ・コピー等を行 う。各館でこれまでに出

版 した北方諸民族関係の図録や研究報告なども余部があればいただ く。

　聞き取 りとして、資料の収集計画や収集方法について質問した り、当館がイヌイ ト資料

を収集する際のア ドバイスをいただ く。以上のような項 目を書き出しておき、各館を訪問

した初 日にスケジュール確認や担 当者 との打ち合わせをした。

　また、博物館以外では、文化保存団体等においてその活動内容を視察 した り、販売 して

いる工芸品の種類 ・価格等についても調査す る。

　準備

　平成8年 当初からスカンジナビア政府観光局等をつ うじてデンマー ク、グリーンラン ド

の博物館等関連機関、交通 ・宿泊情報などを集めはじめた。また、国内の研究者でグリー

ンラン ドでの調査経験のある方々か ら受け入れ先の紹介をしていただき、訪問先に手紙を

出した。いずれの機関でも、快 く受け入れて下さる旨のお返事をいただいた。

　出張に先立ち、グリーンランドの概況(自 然 ・歴史)と グリーンランド・イヌイ トの研

究史について調べ、館長 を交えた館内の研究会で発表 を行い、現地での調査の助言をいた

だいた。

　また、当館所蔵のグ リーンラン ド・イヌイ ト資料(46点)に ついての情報を持参するた

め、写真をプ リン トし、パ ソコンに入力 してあったデータをプ リン トアウ トした。
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2.グ リー ンラ ン ド(グ リー ンラ ン ド語 でKalaallit　 Nunaat)の 概況

　 グリーンラン ドは北緯60～83度 に位置 し、面積は2,175,600k㎡ で 日本 の約6倍 と世界最

大の島であるが、国土の80%以 上が氷に覆われてい る。人 口は1990年 で55,558人 。1950年

に比べると倍増 してお り、1980年 以降も全島では微 増 しているが、島内の大きな町へ人 口

が集中化 している。集落は海岸沿いに点在 し、特に西部に多い。気候は、地域によって差

異が著 しく、南西部は冬でも海氷が発達 しない。西海岸に位置する首都のヌーク(北 緯64

度)で 年間平均気温一1.9℃ 、8月 の平均気温は6.0℃ である。

　 グリーンラン ドは 「エスキモー文化」の最東端に位置 し、その研究史上、重要な地域 と

して注 目されてきた。約4,000年 前までに最初 の居住者が現れた後、近現代までつ らなる

「エスキモー文化」の基礎 となったチューレ文化の担い手たちは、ベー リング海峡あたり

の地域から拡散 し、10～11世 紀にグリー ンラン ドに到達 したことが知 られている。同 じ頃

スカンディナビアからグリーンラン ドに移住 してきたバイキングの末商が1500年 頃までに

姿を消したのに対 し、イヌイ ト(エ スキモーのこの地域での自称)の 祖先たちは極北の地

に適応し、生活 を続けてきた。

　グ リーンラン ドには、1721年 に再びデ ンマーク ・ノルウェー同君連合か ら宣教師が来て

宣教 と交易の拠点が設けられ、実質上植民地 となった。1814年 に同君連合 が解消 される

と、デンマークの領土 とされた。1933年 には常設国際裁判所判決によって、デ ンマークの

主権が確定 され、現在 にいたる。 しか し、人 口のおよそ8割 がイヌイ トのアイデ ンティ

ティを受け継 ぐグリー ンランダー、残 り2割 が非グ リーンランダーであることから 「デン

マーク王国内において特別の民族社会を構成する」 として、1979年 に内政 自治が認 めら

れ、さまざまな権限が国家か ら委譲されてきている。

　内政 自治 とはどんなものか とい うと、グ リーンラ ン ド内における文化 ・産業 ・福祉 ・環

境などに関する権限が国家か ら委譲され、立法や行 政も独 自に行える。しか し、外交や安

全保障な どの対外政策および通貨政策に関す る事項 などは委譲されない。対外関係の うち

ECは 域外化(デ ンマー クは1973年 にEC加 盟)で 、同島漁業産品の対EC市 場無関税輸

出承認や一定期間におけるグリーンラン ド水域でのECに 対す る漁業許可承認などができ

ることになっている。

　主たる産業は漁業であ り、 日本への輸出も少なくない。工業、建設、貿易、運輸な どの

業種が比較的多い。近年は役所や教育、福祉関係の仕事に就 くグリーンランダーも増えて

いる。ハンターは人 口の1～2%程 度であるが、家族を含めると狩猟によって生計を立て

ている人は4～5%と 考えられている。

エスキモーの総人 口の約半数はグリー ンラン ドに居住 してお り、カナダ、アメ リカ(ア

ラスカ州)、 ロシア(シ ベ リア東端)と 違ってイヌイ トが社会のマジ ョリティとなってい
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る唯一の地域である。その特殊な地理的要因か ら、言語や狩猟などの独 自の文化が今 も継

承 されてきている。

　以上のよ うな理由から、グリーンラン ド・イヌイ トについて調査することは、先史時代

から現代にいたるまで、エスキモー文化研究のなかで重要であるといえるだろう。

3.主 な訪 問地 と施設

　 ○ デ ン マ ー ク国 立 博 物 館(The　 National　 Museum　 of　Denmark/Nationalmuseet)

〔8月5日 ～16日 〕

・概 要/組 織

　 本 館 は、 コ ペ ンハ ー ゲ ン の 中 心 部 に位 置 し、 皇 太 子 の 宮 殿 と して 使 わ れ て い た 建 物 を 改

築 した も の で あ る。1670年 頃 フ レデ リク三 世 に よ っ て 設 置 され た ロイ ヤ ル ・ア ー ト ・コ レ

ク シ ョン に起 源 を持 ち 、1807年 に 国 家 の 文 化 ・歴 史 博 物 館 と して 設 立 され た 。1854年 に そ

の 一 部 が 皇 太 子 宮 殿 に移 管 され 、1892年 に全 て の 収 蔵 品 が 集 め られ た 。

　 本 館 の 主 な コ レク シ ョン は 、 デ ンマ ー ク の 先 史 か ら現 代 ま で の 文 化 に 関す る資 料 と世 界

中 の 民 族 誌 資 料 、 古 代 遺 物 と コ イ ン ・メ ダ ル 資 料 で あ る 。 ま た 、 館 内 に は 「子 ど も博 物

館 」 も あ る。1992年 に リニ ュー アル ・オ ー プ ン し、約10,000㎡ の展 示 ス ペ ー ス が あ る 。

　 本 館 の ほ か 、 コペ ンハ ー ゲ ン の北 部 郊 外 に ブ レー デ博 物 館(Danish　 National　 Museum,

Brede/Bredemuseet)と 野 外 博 物 館(Open-air　 Museum/Frilandmuseet)の 国立 博 物

館 分 館 が あ る 。 ブ レー デ 博 物 館 は 主 と して 衣 類 や 織 物 に 関 す る 資 料 を展 示 して お り、

25,000㎡ の 収蔵 庫 を併 設 して い る 。 これ は 、本 館 が手 狭 に な っ た た め 、 ほ とん ど の資 料 を

郊 外 の ブ レー デ に 移 した も の で 、 本 館 の 収 蔵 庫 に は 少 数 の 資 料 しか 置 か れ て い な い 。 ブ

レー デ に は 保 存 管 理 部 門 が あ り、 約100人 の 職 員 が 配 置 され て い る と の こ とで あ る。 今 回

は 時 間 的 な余 裕 が な く、展 示 を 見 た だ けで あ る。

　 同 館 は 、9つ の 分 野 で 約120名 の 研 究 者 を擁 す る大 規 模 な研 究 機 関 で も あ る 。 研 究 分 野

は以 下 の とお りで あ る 。

　 民 族 誌/グ リー ン ラ ン ド考 古 学(Ethnography　 and　 Greenland　 Archaeology)、 近 代 デ

ンマー ク史/民 族学(ModernDanishHistoryandEthnology,)、 保存/古 代 技術(Conservation

and　 Ancient　 Technology)、 海 洋 考 古 学(Maritime　 Archaeology)、 自然 科 学;考 古 年 代

測 定/第 四紀 地質 学/古 植 物 学(Archaeometry,　 Quaternary　 Geology　 andPalaeobotany)、

貨 幣 学(Numismatics)、 デ ンマ ー ク先 史 学(Danish　 Prehistory)、 デ ンマ ー ク中世 学(Danish

Middle　 Ages)、 古 代 遺 産;古 代 考 古 学/近 東 考 古 学/エ ジ プ ト学(Classical　 Archaeology,

Near　 Eastern　 Archaeaology　 and　 Egyptology)

　 伝 統 あ る博 物 館 の民 族 誌 部 門 に は8人 の研 究 員 が お り、 受 入 れ の 窓 口 とな って くだ さ っ
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たメル ゴー(J.Meldgaard)博 士はグリーンラン ド考古学の第一人者である。グリーン

ラン ド国立博物館で展示 しているキラキツォークの ミイラの調査にも参加 している。北方

民族全般を担当 してい るギルバーグ(R.Gilberg)氏 は、スミソニアンで刊行 している

Handbook　 of　North　A　merican　 Indians　vol.5　Arctic中 、`Polar　Eskimo'の 章を執筆 して

いるグリー ンラン ドの専門家でもあるが、アジアも含め広範な地域の民族に詳 しい。同氏

からいただいたご自身作成のグリーンラン ド関連文献の リス トは、大変有用である。資料

データベースの使い方からそれぞれのコレクションの成 り立ちまで、さまざまなご教示を

いただいた。 日本や中国な どの地域を担当す るホーンビュ(J.Homby)氏 は、1983年 に

開催 された 「日本」展のため来 日したことがあり、アイヌ文化に関する情報収集 も行って

いる。 「日本」展の図録や同館収蔵のアイヌ資料 リス ト、写真などのコピーについて便宜

を図っていただいた。

　民族誌部門は、グリーンラン ド事務局を併設 してお り、関係資料の展示 ・整理 ・管理を

行いながら、徐々にグ リー ンラン ドへ返還するための事務を進 めている(4章 参照)。 グ

リーンラン ド・イヌイ トだ けで13,000点 を越す コレクシ ョンの中か ら、毎年展示替えも

行っている。担 当者のボーゲン(B。Haagen)氏 には、本館内の収蔵庫の一部を案内して

いただき、グリーンランド資料のコレクション別 リス トをいただいた。

・展示

　民族誌部門の常設展示は22室 から成 っている(本 館はもと宮殿だったため、展示室は比

較的小さな部屋に分かれてい る)。導入部分の3室 はイヌイ トのコレクシ ョンで、そのほ

かアメ リカ、アジア、アフ リカ、オセアニアなど世界中の民族資料 を展示 している。

　この他 に4室 分がイヌイ ト資料の展示室に当て られ、グリー ンラン ドへ返還する資料 な

ど、一部展示替 えが行 われている。96年 の春か ら秋 まで 「グ リー ンラン ドへ の返還」

(Tilbage　 til　GRQINLAND)と 題す る期間展示がされていた。ケースごとに展示状態の

写真(A4判 程度)が ついていて、期間展示終了後グ リーンラン ドに返還される資料 には

シールが貼 られていた。この展示室ではデー タベースを活用 してお り、各室に1台 のパソ

コンのモニターが設置 されている。そのスクリーンはタッチパネル式で、初期画面は個々

の展示室の平面図になってお り、見たい展示ケースの部分を触ると資料が展示 された状態

のケースを正面から見た画面になり、さらに個々の資料に触れ るとその情報が資料カー ド

のような画面 となって表示 される仕組みになっている。個別資料の情報は、番号 ・資料

名 ・サイズ ・素材をはじめ、 どこから(収 集地)・ どのように博物館に収蔵 されたか(収

集者 ・寄贈者/機 関など)・何に使 うか(使 用法)・ 類似資料(そ れがどこで見 られ るか/

展示 してい るか)と 、さらに関連情報が(e.g.同 じ民族 ・同 じ素材 などのジャンルでも)

検索できる。この展示室には説明文のパネルはあるが、個々の資料 には資料名などの展示

ラベル(ネ ームカー ド)は ついておらず、パ ソコンで見るようになっている。
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・収蔵資料

　民族誌部門のコレクシ ョンの成 り立ちについて、イヌイ ト資料を中心に北方民族資料の

概要を示す。

　 グリーンラン ド・イヌイ トのコレクションとしては世界最大の規模で、研究の中心の一

つ となっている。1980年 代以降、グリーンランドへの資料返還を進めているが、返還前の

資料数は13,000点 を超 していた。なかでも有数なコレクシ ョンとしてはグスタフ ・ホルム

(G.Holm)が 、　 ..,　 年に東部のアマサ リク地域 で収集 した もので、民族学的

フィール ドワー クの黎明期にあたるもの として評価 されている。これ らの資料は100周 年

を記念 して、厚いカタログが作成 され、グリー ンラン ドに返還された(4章 参照)。

　 同館の民族誌部門の研究者 として貢献 したグリー ンラン ド生 まれのデ ンマーク人 クヌ

ド・ラスム ッセ ン(K.Rasmussen)は 、探検家 としても有名で、数々の極北での学術調

査 を組織 し、これ らの調査で収集された物の多 くが国立博物館に収められている。特に秀

逸なのが第5次 チュー レ探検隊によるもので、カナダのネツリック ・イヌイ トのものが多

数含まれている。ラスムッセンは、実現できなかったシベ リアでの調査の代わ りに、1920

年代後半を中心にモスクワの博物館 との資料交換や ロシア系 ドイツ人な どか らの購入に

よって精力的に北東アジアの民族資料を集 めており、同館にはイヌイ ト以外の北方民族の

資料 も数多く所蔵 されている。データベースで検索した ところ、シベ リア ・エスキモー約

70点 、チュクチ約30点 、 コリヤーク約160点 、ウイル タ約120点 、ニブフ約290点 、ナーナ

イ約90点 な どが確認できた(一 部重複 していた りして正確な数字ではない)。 ちなみにア

イヌの資料 もサハ リンのものを含め、100点 以上収蔵 している。

　○ポーラーセンター(Danish　 Polar　Center/Dansk　 Polarcenter)〔8月13日 〕

　国立博物館か らの紹介で訪れたポーラーセンターは、1989年 にデンマーク政府の教育 ・

研究省下の研究所 として設立 された。北極 と南極(主 にグリー ンラン ドではあるが)で の

自然科学 ・人文科学全般 にわたる調査を組織 し、資金の確保から報告書作成 までの研究を

支援することと、情報センターとしての役割 を持つ機関で、国際的な調査隊も送 り込んで

いる。国外の研究者に対 しても、調査のアレンジなどの相談にのっているとい う。

　図書館は、1993年 に極北研究所(Danish　 Arctic　Institute)、 コペンハーゲン大学 ・エ

スキモー学科 とポーラーセンターの図書を合わせて整理し直 したとのことで、大変充実 し

た蔵書を誇っている。情報サー ビス部門も備えているが、 日本からは国立極地研究所以外

の刊行物がほとん ど収集できていないので、極地に関す る研究報告の類はぜひ送ってほし

いとのことであった。出版物も多数あり、一部を寄贈 していただいたので、文末のリス ト

を参考にされたい。

同じ建物内の極北研究所 にはアーカイブズがあ り、写真や地図などの資料の整理 ・保管作

業を進 めている。
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　 ま た 、 コ ペ ンハ ー ゲ ン大 学 ・エ ス キ モ ー 学 科(University　 of　Copenhagen,　 Dep.　 of

Eskimology)の 教 員 や 学 生 に供 す るス ペ ー ス も確 保 され て い る 。

　○グリーンランダーハウス(The　 Greenlandic　 House/Grσnlおndernes　 Hus/

Kalaallit　Illuutaat)〔8月15日 〕

　研究機関以外で訪問したグリーンランダーハウスは、デ ンマーク本国に暮 らす グリー ン

ラン ド出身者の集会所 として、 さまざまな事業や生活相談などを行っている機関である。

コペ ンハーゲン以外にもオーフス、オールボー、オーデンセの主要都市に所在 している。

　言語、芸能、工芸などの文化伝承活動の場 としても機能 しているため、図書室や工作室

などもあり、機関誌 ・パ ンフレット類の発行や展示会の企画も行 っている。また、毎 日は

開店 していないが、グリーンラン ドの食材を購入できる店 と、グ リー ンラン ド料理 を食べ

られ るカフェもある。工芸品類の販売も若干行っている。案内して くださった リサジャー

(H.Risager)氏 はジャーナ リス トで広報部門を担当 してお り、そのほか法律家や ソー

シャル ワーカー もいるとい う。

　○グリーンランド国立博物館 ・アーカイブズ(Greenland　 National　Museum&Archives/

Gronlands　 Nationalmuseum　 og　Arkiv/Nunatta　 Katersugaasivia　 Allagaateqarfialu)

〔8、目19日～23日 〕

　 グリー ンラン ドの首都 ヌー クの市街地 か ら歩 いて数分、18世 紀 に植民港(Kolonien

Godthabs)と して開けた海岸沿いの古い建物を利用 している。デンマーク本国か ら返還

される資料を収蔵するために1990年 に拡張 ・改修 されて近代的な設備が整った。

　館長以下学芸員3名 、アーキヴィス ト2名 、保存管理技術者2名 ほか、司書 ・カメラマ

ン ・営繕係な ど全職員18名 が勤務 している。規模的には当館 と同じくらいといった感 じで

あるが、受付にはコンピューターや監視カメラなどの機器が備えてあり、少な くない来館

者や物販の対応も一人で行っている分、専門職の割合が多いのが印象的であった。

　発掘調査や夏休みなどで職員は入れ替わ り立ち替わ り館を空けていたが、学芸員一人を

除いて全員 と顔をあわせることができた。館長の ロージン(ERosing)氏 は北海道に来

たことがあ り、アイヌ文化にも関心を持っていた。

　 ・展示

　展示室に入るとす ぐ中央にグリー ンラン ド各地の男女 ・子 どもの衣服がず らりと並んで

いる。その周囲に、発掘 された遺物が時代区分 ごとに展示されていて、グリーンランドの

歴史がわかるようになっている。このコーナーのみ、英語のパネル とパンフレッ トが用意

されているが、その他の展示室での表記は、デ ンマーク語とグリーンラン ド語である。

　展示の目玉 となっているのが、西海岸 中部の島のキラキツォー ク(Qilakitsoq)で 発見

されたミイラで、4体 がガラスケースに収められてお り、衣類なども復元 されている。い
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くつかの研究報告書などが出ているように、学際的に研究されてお り、その成果も展示さ

れている。

　本国か ら返還 されたG.ホ ルム収集 の東部アマサ リク地域の民族資料な ど貴重なものも

多数ある。イ グルーのジオラマ風展示などもあり、ガラスケースに収めるだけのデンマー

ク国立博物館 よりも現代的な展示方法をとっている。自然史の展示もあるが、職員の専門

分野は民族学 と考古学であり、本館展示スペースのほとんどはイヌイ トの民族資料で占め

られている。

　別棟で樽工場を再現 したもののほか、カヤックとウミア ックの展示棟もある。博物館 と

は別の組織であるが、す ぐ近 くにカヤ ック協会(Qaj　 ak　Association:カ ヤックの技術を

継承す る団体)の 収納庫があり、屋外にも数隻のカヤックが置かれ、海で練習する光景も

見かけることができた。

　特別展 としては、E.ク ヌスの彫刻展(Sculpture　 works　 from　 Ammassalik　 by　Eigil

Knuth)を 行っていた。96年3月 に他界 したEク ヌスは彫刻家であ り考古学者であった。

21体 のグリーンランダーの胸像 と彼の業績について紹介するものであった。

　95年 は年間約16,000人 の観覧者があったとのことである。周辺人口を考えれば、少なか

らぬ数字である。

　 ・収蔵、管理部門

　 コレクシ ョン別索引では96年 夏現在、2232番 までのカー ドが公開されている(5章 参

照)。 大きなコレクシ ョンでは数百の資料を含んでいるが、全体の資料点数は分か らな

かった(要 覧にも記載 されていない)。 資料カー ドの閲覧や コピーをさせていただいたほ

か、約1日 半収蔵庫で写真撮影も許可 していただいた。

　本国か らの返還資料は毎年相 当数あ り、例 えば1995年 は約11,700点 の考古資料 と230点

の民族資料 がグリー ンラン ド博物館に収め られた。そのほか同館で独 自に収集 したもの

は、個人収集家か らの寄贈が主であるとい うことで、博物館設立の基礎 となったグリーン

ラン ド・トレー ド・カ ンパニーからの工芸品類の寄贈資料が多数を占めているとい う。ま

た博物館職員の毎年の発掘調査によっても収蔵資料が増 えている。これ らのことか ら、

年々相当数が加わってお り、総点数が公表 されていないのかもしれない。

　グ リー ンラン ド内の博物館では唯一保存 ・修復(conservation)の 専門家(2人)が

お り、発掘品の保存処理やデンマーク本国から返還 された資料のチェック、展示のための

修理 ・復元などを行っている。ここで扱いきれない貴重な資料や繊細なものは、素材別の

専門家がそろっているコペ ンハーゲンに送 られ るという。

　また、併設 されているアーカイブズに研究員がいるが、多 くの古文書類は少 し離れた国

立図書館 の別棟に保管 されている。通訳 としてもお世話になった英語に堪能なフランセン

(N.Frandsen)氏 が、図書館 とアーカイブズに案内して下さった。

154



北海道立北方民族博物館研究紀要　第6号(1997.3)

　○グ リーンラン ド国立図書館(National　 Library　 of　Greenland/Det　 Gronlandske

Landsbibliotek/Nunatta　 Atuagaateqarfia)〔8、 目22日〕

　国立図書館 といっても保存や研究者等のための専門的なものだけでなく、子 どもから大

人まで利用できる広い開架部分を持ってお り、年間の本 の貸 し出しは100,000冊 にのぼる

という。視覚障害者のために と朗読テープを揃 えてあった り、子 どもたちがイヌイ トの昔

ながらの技術を学べるスペースがあった り、と活発な活動を行っている。無料で開放 して

いるインターネ ッ トの端末 もあり、子どもたちで賑わっていた。グリー ンラン ド内には77

の図書館があるが、そのほとん どは学校内にあるという。

　ち ょうど訪問時には、グ リー ンランダーの画家(Paul　 K.　Kristensen)の 個展 も開か

れていた。この個展はグリーンランダーハ ウスの企画 したものであった。

　グ リー ンラン ドに関する文献コレクシ ョンのグリンランディカ(Groenlandica)は 、

当初グ リーンラン ド大学内にあったが、現在は同図書館内に併設 されている。植民地時代

の新聞か ら漁業統計にいたるまでさまざまな分野の文献(含 映像資料)を 収集 してお り、

10年 前に 目録も刊行 している。グリンランディカ担当のハンセ ン 〈K.G.　 Hansen)氏 は

民族学を専攻 していた とのことで、当館についても関心を示 し、親切にご案内下 さった。

　○ グ リー ンラ ン ド内政 自治 政 府/文 化 ・教 育 ・宗 教省(Greenland　 HomeRuleGovemment,

Ministry　 of　Culture,　 Education　 and　 Church/Gronlands　 Hjemmestyre/Namminer-

sornerullutik　 Oqartussat)　 〔8月23日 〕

　 グ リー ン ラ ン ド博 物 館 館 長 の 紹 介 で 、 政 府 庁 舎 を訪 ね る こ とが で き た 。 文 化 ・教 育 ・宗

教 省 で は 学 校 、 芸術 、 ス ポ ー ツ 、 宗 教 に 関 わ る 行 政 を執 り行 っ て お り、博 物 館 も こ の省 の

管 轄 下 で あ る。 そ の 他 に は 社 会 福 祉 や 漁 労 ・狩 猟 ・農 業 な どに 関 す る省 庁 と議 会 事 務 局 な

ど が あ る。

　 同省 で は 現 在 、 市 街 地 に 大 き な文 化 会 館 を 建 設 中 で あ り、 工 事 中 の現 場 も案 内 して い た

だ い た 。 コ ンサ ー トや 演 劇 、 映 画 が 上 演 で き る大 ホ ール を 中心 に 、 展 示 や 会 議 な どを 開 催

で き る機 能 を備 え 、 若 手 ア ー テ ィ ス トら が技 術 の 習 得 や 創 作 活 動 な ど も行 え る ア トリエ も

あ る 。1997年 の 冬 に 開館 とい うこ とで あ っ た の で 、 も う利 用 され て い る こ とで あ ろ う。

　 ○ カ コル トツ ク博 物 館(Qaqortoq　 Museum/Qaqortup　 Katersugaasivia)〔8月26、

27日 〕

　 カ コル トッ ク は 南 部 で 最 大 の 街 で あ り、 人 口は 約3,500人 。 冬 で も海 が 凍 らな い た め 、

一 年 中 狩 猟 が 可能 で 、 良港 で あ る こ とか ら早 くか ら植 民 も始 ま っ た 。 当 時 は ア ザ ラシ 脂 の

輸 出 が 主 な産 業 で あ っ た とい う。

　 博 物 館 は1972年 に 開館 した が 、や は り古 い 鍛 冶 工 場 の 建 物 を 改 装 した もの で あ る。 専 門

職 員 は館 長 の ニ ュ ー ゴー 氏(G.Nyegaard:専 門 は 考 古 学)一 人 と い う小 規 模 な も の だ
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が、4艘 のカヤ ックをは じめ、貴重な資料がところせま しと展示 してある。また資料のラ

ベル もデンマーク語、グリー ンラン ド語、英語、 ドイツ語の4言 語で記 してあり、大変親

切である。近年の年間来館者数は約5,000～6,000人 台である。

　訪問時ちょうど展示 されていたのが ヨアン ・マルクッセン(Johan　 Markussen:1906・

1994)の 絵であった。マルクッセンは、ナルサ ック近くの小 さな集落に生まれ、若い頃の

記憶 をもとに、伝統的な生活の様子や精神世界を素朴なタッチで表現 している。マル クッ

セ ンの作品は、後に訪れたナルサックの博物館でも展示 していた。

　その他のみ どころとしては、博物館の建物のす ぐ隣に復元された土で覆われた家があ

り、町の人たちによって建て られた とい う。老夫婦 とその子 ども夫婦の2世 帯が住むとい

う設定で、家の中には中央で間仕切 りをした寝台 と2つ の石ランプな どがある。

　収蔵庫は博物館の屋根裏にあ り、民族資料以外のものも詰め込んであったが、数はそ う

多 くはない。貴重なものは展示 しているか、ヌークの博物館で保管 しているとのことであ

る。約半 日ほど資料の撮影 をさせていただいた。

　カコル トック役場の一室が館長のニューゴー氏のオフィス となってお り、資料カー ドや

写真 ・文献類 のほか、最近寄贈 された とい う衣類なども一時保管 してあった。カー ドは

ヌークで閲覧 したものと同じ方式だったので、収蔵庫で写真をとった資料のデータを探す

のは容易であった。

　資料収集 は、主に古いものを持っている人を探 し当て、少額のお礼で寄贈 してもらうと

のことである。館長は、夏季 ということもあってか、研究者や修学旅行生の案内のほか、

町の老人か らの聞き取 り調査などで毎 日忙 しくしていた。

　○ナルサック博物館(Narsaq　 Museum/Narsap　 Katersugaasivia)〔8月28、29日 〕

　グリーンラン ドの中でも比較的気候条件が良く、古 くか ら人が居住 し、古代スカンディ

ナ ビア人の遺跡の多い地でもある。周辺の集落をあわせ ると人 口は約2,150人 。南部では

カコル トックに次いで大 きな町である。ジャガイモ ・ビー ト・ダイオウ(rhubarb)の 一

種など、野菜の栽培や ヒツジ等の畜産業も盛んである。

　博物館はやは り古い建造物を利用 してお り、一番大きい建物ではイヌイ ト文化 と植民以

来の歴史な どを展示 し、その他にも植民地時代の印刷工場や店を再現 した建物やイヌイ ト

の土の家と地質学上のコレクション(鉱 物)展 示館などがある。土の家は町の人によって

再現 されたもので、カコル トックのものに比べ ると新 しい。

　少 し離れ た場所 にナルサ ック博物館 管下 のヘ ン リク&マ レーネ ・ル ン ド記念館

(Henrik　 and　Malene　 Lund　 Memorial　 House)が ある。　H.ル ン ド(1875-1948)は 、

首長 としてこの地域の発展に寄与 しなが ら、詩人 ・作曲家 ・画家 として才能を発揮 した人

物である。彼 らの住んでいた家をそのまま公開している。

　開館 は6～8月 の夏季 のみ であるが、訪 問 した とき学芸員のオール デ ンボー(R.
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Oldenburg)氏 は夏季休暇中で、本国から帰省中の大学生アルバイ トのクロー(L.　Bo　Krogh)

氏が案内してくれた。事前に手紙で、工芸家の活動について関心を持っていることを伝え

ていたため、毛皮 ・羊毛製 品の工場や工芸家の方々の工房などを案内 していただいた。

　○ナルサ ッサック博物館(Narsarsuaq　 Museum)〔8月30日 〕

　機構が穏やかなことからグリーンラン ドの空路の拠点 ともなってお り、戦時中はアメリ

カ軍の駐留地 となっていたが、戦後撤退 し今は人 口150人 の小さな集落である。

　観光案内所に併設 されてお りi展 示の公開 しか していないよ うである。展示はナルサ ッ

サ ックの 自然や産業 と、軍事資料を中心 としたものであった。

　○工芸品店等

　デンマー ク国立博物館職員 の紹介でコペ ンハーゲン市 内のイヌイ ット/エ スキモー ・

アー ト・ギャラ リー(Inuit:Eskimo　 Art　Gallery)に 行った。現在はグリーンラン ドか

ら1940年 以前の古い資料 を輸出することができないが、19世 紀末か ら今世紀前半に研究者

や宣教師などとしてグリーンラン ドに渡った際に収集 した民族資料が本国内に残 されてい

て、それ らと現代の工芸品や絵はがき、書籍なども取 り扱っている店である。店のマダム

によれば、グ リー ンラン ドでは古い資料の購入 は無理だ ろうとのことであった。ギャラ

リーの中央には狩猟具を積んだカヤックが置かれ、その他伝統的な衣類を身につけたマネ

キンなどい くつかのものは看板がわ りで売 り物ではないとのことだったが、鈷 ・漁携具 ・

仮面など博物館資料 として価値の認められるものが多かった。滞在 中に3度 足を運び、許

可を得て30点 あま りの資料の写真撮影 ・計測 ・データの聞き取 りな どをさせていただい

た。これ らのうち17点 は、その後当館の資料収集評価委員会の会議を経て、購入 した。

　 コペ ンハーゲン市内で紹介 されたも う一つの店フォーカス ・グリーンラン ド(Focus

Greenland)は 毛皮製品や工芸品、グリー ンラン ドに関する書籍やCDな どを扱っている

が、古いものはなかった。

　ヌークのアークティス ・ガヴェシ ョップ(Arktis　 Gaveshop)は 、以前は伝統的なも

のの複製品などを扱っていたが、92年 にオーナーが代わってか ら、みやげ物が中心であ

る。工芸品のほかは若干 の模型類 がある程度で あった。博物館 の ピー ターセ ン(M.

Petersen)氏 から個人のコレクターの方の連絡先を教えていただいたが、連絡が取れな

かった。そのほか、ヌークには皮製品の共同作業所キタット(Kittat)が あ り、見学した

が、ピーターセン氏によればこれ も博物館 として収集す るようなものは作 っていない との

ことであった。しか しなが ら、伝統的な技術を継承 し、グリーンランダーの雇用の場 とも

なっているキタッ トの活動については、参考にすべき点があるように思 う。
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4.デ ンマークか らのグリー ンラン ド文化資料の返還

　 ヨーロッパやアメリカの博物館で近年クローズアップされてきた問題 として、資料の現

地への返還の動きがある。同じデンマーク国家のもととはいえ、物理的にも遠 く離れたグ

リー ンラン ドでは、内政 自治施行後、本国にあるグリーンラン ドの文化資料を現地に返還

する作業が進め られている。ここでは、デ ンマーク国立博物館グ リーンラン ド事務局の

ホーゲン氏の報告[Haagen　 1995]を 抄訳す るかたちで、その概要を紹介 したい。

　 1976年 、グリー ンラン ドの地方議会でグ リーンラン ドの文化遺産の所有権についての議

論がわきあがった。このとき、特にデンマーク国立博物館のグ リーンラン ド・コレクシ ョ

ンについて言及 された。

　それよ り以前の1967年 、個人らの寄贈資料 を根幹 とした一つの博物館がグ リーンラン ド

に設立 されていた。1972年 、この博物館はデンマーク政府によって地方博物館 として認可

された。1978年 には研究者が配置され、現在の場所に移転 した。

　 1979年 に内政 自治が認められ、81年 には同博物館も本国の博物館法下から内政 自治政府

の管理下に入った。同年デンマーク国立博物館 にグリーンラン ド事務局が設置され、資料

の返還作業が本格的に開始された。1984年 には、デ ンマーク国立博物館 とグリーンラン ド

国立博物館間で協定が結ばれ、それぞれの代表か らなるデンマーク ・グリー ンラン ド博物

館委員会(The　 Denmark-Greenland　 Museum　 Commission)を 設置、返還する資料に

ついて毎年協議を行い、ガイ ドライ ンを定めている。文化資料の範疇には民族資料(実

物)の みならず、考古資料、絵画や写真な ども含まれる。1982年 に2人 のグ リー ンラン

ダーの描いた絵画コレクシ ョンが返還 されたのをはじめ、1986年 にG.ホ ルムの収集 した

アマサ リクの民族資料約750点 などが順次返還されている。

　*民族資料以外でも地質学 ・動物学の資料類について本国の博物館や大学とグリーンランド博物館との

あいだに同様の協定ができている。

　 グリーンラン ドに返す前に、各コレクシ ョンは記録書類 を作 り登録 しなけれ ばならな

い。これはデンマーク国立博物館のデータベース(GENREG)で なされている。同時に

写真撮影をし、データベースに取 り込んでいる。写真はカラーのポジで、検索の容易なビ

デ オ ・デ ィス クに も収め られ てい る。 グ リー ンラ ン ドの博物館で もDMI(Danish

Museum　 Index)を 用いることを決めているため、データベースは供用できる。

　協定は、首都ヌークのグ リーンランド国立博物館間のみに適用されているため、グリー

ンラン ド内には国立博物館に加 え14の 地方博物館があるが、返還資料はすべて国立博物館

に所蔵 されている。そこで現在グリーンラン ドの博物館関係者 らは、資料が収集 された地

方の博物館に戻すよう決議 を進 めている。
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5.資 料 カー ドと分類法 について

　デンマー クの歴史系博物館には共通す る資料分類の記号(主 に用途別)が 、1冊 の本に

まとめられている("Saglig　 registrant　for　kulturhistoriske　 museer")。 グ リーンラン

ドでもこの分類を採 り入れてお り、概略を理解すれば他の博物館においても同じ方法で検

索が可能であ り、大変便利なものであったので、以下に概要を示す。

　 グリー ンラン ドの資料カー ドは、受け入れ時の情報や コレクション全体の情報 を記入す

るもの と個別資料のカー ドに分かれている。

　 グリーンラン ド国立博物館では、入手先 ・入手時期を一にするコレクションごとのカー

ド(複 数点の資料を含む)と 、これに対応する来歴等のファイル、資料1点 ずつのデータ

が記入された通称ブルーカー ドと呼ばれ る青色のカー ドの3種 類がある。1番 目のカー ド

は索引のようなもので記録番号(コ レクション番号)、 収集先、 日付、資料点数、写真番

号、参考資料な どが書かれている。2番 目のファイルはA3二 つ折 りの大きさで1番 目の

カー ドと対応 し、コレクションの移管 ・購入時等の書類や コレクターの手紙 資料 リス ト

などの関係書類が挟み込まれている。表にコレクターや収集の経緯などが記 されている。

3番 目のブルーカー ドには、個別資料の素材や使い方、サイズな どを記入 し、写真やス

ケッチが付いている。

　 1・2の カー ドはコレクション番号順に収められているが、ブルーカー ドは、分類記号

別(同 じ分類の中ではコレクシ ョン番号順)に ス トックされている。 目的別の資料を探 し

出しやすいシステムである。

　分類は、デンマー ク本国の博物館を基本 に作 られたものなので、解釈を変えた使い方が

なされている。分類記号はアル ファベ ットと数字の組み合わせで、例 えばAで 始まるもの

は 「自然」、Bは 「人類」、　Cが 「民族」に属するものであるが、グリーンランドの博物館

の場合、ほとん どの資料が 「民族」にあてはまって しまうので、イヌイ トのものはここに

入れていない。

　比較的資料数の多かった 「衣類や装飾品」 を示すNを 例に分類記号の構成 を見てみ る

と、N1は 衣服一般、　N　2は 男性用、　N　3は 女性用な どとなってお り、そのあとに小文字

でcが 上着、dが ズボン、　 eが 帽子などの被 り物 となっている。つま り、　N　2　eで あれば

男性用帽子である。 このほか、D12;信 仰、　E　3;船(カ ヤ ック、ウミア ック関係品)、

E8;氷 上の移動手段(権 な ど)、　F　6;狩 猟、　F　7;漁 労、　J　2;家 具 ・日用品、　P;

アー ト・遺物な ども資料数が多かった。

　 グリー ンラン ド国立博物館 とカコル トック博物館では、自由にカー ドを閲覧させていた

だくことができた。基本的にデンマー ク語 とグ リーンランド語併記であった。ブルーカー

ドの書式は全 く同じであったが、カコル トック博物館 はブルーカー ドのほかに受け入れ

カー ド(modtageseddel)と 呼ばれるものが、グ リー ンラン ド国立博物館の1・2の
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カー ドの代わ りに用いられていた。

　また、デ ンマーク国立博物館では、実際にカー ドを手に取 ることができなかったが、

データベースで収蔵資料や管理方法の概要を知 ることができた。 リニューアルのために10

年ほど前に整備 されたもので、文字情報のみならず画像 もビデオディスクに収 められてい

る。画像はカラーモニターで見ることができ、モ ノクロで約7×9cmの サイズではある

が、す ぐにプリン トアウ トすることもできる。同館では世界 中の民族の資料を収蔵 してい

るので、HRAF(Human　 Relations　Area　Files,　Inc)が 刊行 した 「地域 ・民族分類(略

称OWC;Outline　 of　World　 Culture)」 を採 り入れている。大阪の国立民族学博物館で

もOWCを 使用 しているので、ある程度なじみがあり、検索も容易であった。

6.お わ り に

　時間的な制約や報告者の調査経験の未熟さか ら、実際は目的としたことの半分 も果たせ

なかったように思 う。民族芸術の歴史や文化継承の意味から、カヤックやウミアックの模

型に関心を持っていたが、ほとん ど調べ ることができなかった。また、交通の不便さと日

程の都合でグリーンラン ド北部や東部へ行 けなかったことも大変残念であった。

　 しか し、 日本ではあまり知 られていないグリー ンラン ド・イヌイ トの文化をとりまく現

況について、短期間ではあったが実地調査をした立場か ら、少 しでも多く紹介する機会を

作 ることがお世話になった方々へのお礼 と考えている。平成10年2～3月 の当館での企画

展 を中心に、成果を還元 していきたい。

　 この調査 に関 しては、報告者は他にも以下の短文を書いた。

　 ・「平成8年 度 海外 民 族 調 査報 告 」 『北 方 民族 博 物 館 だ よ り』 第23号pp.6-7

(1996.10.25発 そテ)

　 ・「スーパーマーケ ットと市場」『Arctic　Circle』21号(北 海道立北方民族博物館友の

会季刊誌)pp.12-14(財)北 方文化振興協会(1996.12.21発 行)

　 ・「北極海 と大西洋 にはさまれた世界最大の島　 グリー ンラン ドの人 と自然」『網走新

聞』(1997.1.1付)

　また、文献や写真その他の情報についても当館か報告者が所持 しているので、関心のあ

る方はご連絡いただきたい。これ らの資料の貸 し出しなどでお役に立てれぼ幸いである。

　なお、本文 中で便宜的に和訳あるいはカタカナ表記 した固有名詞等については、もとも

とデンマー ク語かグリーンラン ド語あるいは英語で表記 されていたものであ り、正確な意

味や発音 と異なる点が多数あると思われるが、できるだけ本来の名称を併記 したのでご了

承いただきたい。
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ップ

キ タッ ト

グ リー ンラ ン ド半 貴石 加工

エス キモー 　ペル

英 名En　 lish　Name

National　 Museum　 of　Denmark

Danish　 Polar　 Center

Danish　 Arctic　 Institute

University　 of　 Copenhagen,

Dep.　 of　Eskimology

Greenlander　 House

Greenland　 National　 Museum&

Archives

Groenlandica;National　 Library

of　 Greenland

Greenland　 Home　 Rule

Government

Qagortog　 Museum-一一一一一一一一一一一一一

Narsaq　 Museum

Inuit:Eskimo　 Art　Gallery

Focus　 Greenland

Arktis　 Gaveshop

Kittat(skin　 workshop)

Gronlands

Smykkesten(Jewellery　 Crafts)

Eskimo　 Pels　Aps

住所Address

Ny　 Vestergade　 10,　DK-1220　 Copenhagen　 K

Stra匹真μ9璽哩蔓IQΩ_耳」Dl≦_1401　Copenhag皇n　 K

Strandgade　 100　H　DK-1401　 Copenhagen　 K

Strandgade　 100　H　DK-1401　 Copenhagen　 K

Lovstraede　 6　P.O.Box　 1042,　 DK-1007

Kopenhagen　 K

P.O.Box　 145　 DK-3900　 Nuuk　 Greenland

P.O.Box　 1011　DK3900　 Nuuk

P.O.Box　 1029　DK-3900　 Nuuk

P.二q旦9冬ユ541澱92qg㎎9ζ 些P9_________

P.O.Box　 39　DK3921　 Narsaq

Kompagnistraede　 21-1208　 Kopenhagen　 K

Hojbro　 Plads　 3,　P.O.Box　 100,　 DK1004

Co　 enha　 enK

H.J.Rinksvej　 23,　P.O.Box　 234,　 DK3900

Nuuk

Hans　 Egedesvej,　 DK3900　 Nuuk

P.O.Box57　 DK-3921　 Narsaq

Mestervej　 B-"!91　 DK-3921　 Narsaq

P.O.Box31　 DK-3921　 Narsaq

Tel.&Fax.
T.33134411

F.33473320

T.32880100

F.32880101

T.32880150
F.32880151

T.32880100

F.32880161

T.33911212

F.33157590

T.22611

F.22622

T.26522

F.23943

T.22073

F.23000

T.38277

F.38833

T.31616

F.31659

T.33127977

F.33145660

T.33360660

F.33360661

T.24944

F.22424

　　　::

T.&F.31518

T.31001

F.31195

職名Official　 Title

Director　 of　Dep.　 of

Ethnography

Curator

Curator

Curator

Curator

Librarian

Director

Information　 Officer

Director

Librarian

Associate　 professor

Culture　 and　 Information

Director

Assistant　 Curator

Assistant　 Curator

Archivist

Conservator

Conservator

Communication　 Adviser

Head　 of　Groenlandica

Minister　 of　Culture,

Education　 and　 Church

Director

Attendant

Museum　 Attendant

Craftsman

Artist(painter)

Manager

氏名Name

Torben　 Lundbaek

Jurgen　 Meldgaard

Rolf　 Gilberg

Birte旦aagen ________

Joan　 Hornby

Ole　 Jmrgensen

皿q荘 蔓旦塑q～19を璽q____
Kirsten　 Canin

Jens　 Snellman　 Fabricius

Henriette　 Berg

Michael　 Fortescue

Helene　 Risager

Emil　 Rosing

Maliane　 Petersen

Joel　 Berglund

Niels　 Frandsen

Henrik　 Thomsen

Margit　 Petersen

Sofie　 Jessen

Klaus　 Georg　 Hansen

Konrad　 Steenholdt

Ω99工9亀 曇y皇9繕壁且_____
Emil　 Motzfeldt

Lars　 Bo　Krogh

Jytte　Soelberg

Peter　Lindberg

Kistat　 Lund

Hanne　 Hartvig

電 話;デ ンマー ク本 国の 国番号 は45、 グ リー ン ラン ドは299



齋藤　 コペ ンハーゲ ン ・グ リー ンラン ドにおけるイヌイ ト民族 資料 調査概報

写 真1:デ ンマ ー ク国 立博 物 館 の グ リー ンランド資 料

　 　 　 　 展 示 室(Nationalmuseum　 of　Denmark)

写 真2　 グ リー ン ラ ン ド国 立博 物 館 の カ ヤ ッ ク展 示

　 　　 　 棟 内(Greenland　 National　 Museum) 図:グ リー ン ラ ン ド内 の 訪 問 地

写 真3:カ コル トッ ク博 物 館 の 土 の 家

　 　 　 　 (Qagortoq　 Museum)
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